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第39号（２面）２００７年１２月１０日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





******************************************************************








◆三坂彰彦


　調布「憲法ひろば」で貴重な時間をとって８・４チチハル事件をとりあげていただきありがとうございます。原告の王春林さんも、羅弁護士も集会にあつまっていただいた方の熱心であたたかい雰囲気にとても元気になっていたと思います。


　さらに、お集まりいただいた方やまた「憲法ひろば」の皆さまから高額のカンパをいただきましたことも重ねてお礼申し上げます。会のまとめのニュースや感想文等も可能でしたらぜひ見せていただければと思います。できれば私達の８・４チチハル事件ニュースレターに掲載させていただきたいです。今後とも、いろいろな形で協力関係が継続できればいいですね。どうぞよろしくお願い致します。


            


 ◆佐藤香代


　調布「憲法ひろば」学習会の開催と、思いがけないカンパ、本当にありがとうございました。毒ガスの問題は３年やってきましたが、ずっと弁護団主導の企画ばかりでした。（あと、海南さんの映画上映会。）市民の方が主導となって、このテーマを取り上げて学習会をしていただいたのは、調布「憲法ひろば」の皆さんが初めてでした。弁護団にとってはもちろん、被害者一人ひとりにとって、本当にありがたいことだと、しみじみと思っています。


　来年３月１０日には、法廷のあと、弁護士会館での報告集会とは違う、大きな集会をやりたいと思っていますが、これまでの傾向からして、どうしても弁護士視点からの情報発信になりがちで、参加者の皆さんに受け入れられているのか不安があります。市民の立場から見て、より共感できる集会作りにするために、何かの機会にアドバイスなどいただければ嬉しいです。


　　　　　　　





◆ 日本の戦争責任をきちんと認める政府を作らない限り被害者は救われませんね。南京虐殺はなかったとか、沖縄の軍による自決強制はなかったとか･･･etc.　いつまでも繰り返されますね。戦後62年も経っているのに、まだ歴史の事実が日本人全体の認識にならないとは情けない限りですね。（調布市・古川匡代）





◆　大変興味深い企画でした。私は王春林さんと同じ1978年生まれです。仕事を奪われ、健康を奪われ、家族を奪われ、生き甲斐も奪われた29歳。毒ガスの被害を受けなければ全うな人生、素晴らしい人生を送れたはず。生きる希望を失くしたにもかかわらず「日本での裁判」という闘いを決意した王さんの勇気。このたたかいは、王さんをはじめとする被害者のみなさんの人間性を取り戻す闘いなんだと思いました。　　　　（前田貴史）


◆　62年以上前に捨てられたモノが、今も、そして今後何世代にもわたって被害を出し続けている － それを放置している日本政府に日本人としてやりきれない思いです。自国領土、自国籍民にしか目を向けない鎖国日本が、今後世界からますます孤立して、食糧も石油も輸入できなくなり、生きていけなくなるのを憂えます。


　（調布市・むらき数子）





◆　日本政府の責任はもちろん、中国政府の被害者への対応は余りにも冷たいと思う。なんらかの方法で中国政府への働きかけも必要だと思います。強力な形で侵略した日本の責任は追及しなければならない。北朝鮮の「ラチ」を盛んにいっているが、毒ガスの件も日本政府の責任を追及すべきだ。


　　　　　　（無記名）





◆　「戦後は終わった」と声高に叫ぶ人たちがいるが、29歳の青年王春林さんの閉ざされた人生に目を向けてほしい。私の下の子より若い人が、なんの責任もないのに希望に満ちた人生を放棄せざるを得なくなった事に胸が痛む。日本も中国も、政府は彼らを切り捨てようとしているが、両国の市民の声で両国の政府の姿勢を変えていこうと語る弁護士の言葉に力を得た。（狛江市・箱田こうこ）





　あの戦争に何の関係もない若い世代がこの様な苦しみに遭われている事を知り、怒りを感じました。多くの可能性をもった未来を潰されることの残酷さ。許せません。これらをきちんと知り、伝えることが、中国の被害者の生活を支えるだけでなく、将来の私たちの平和を守ることになると強く思いました。そして日本の若者がこの事件に真剣に向き合い、解決のために働いている事を知り、とても嬉しかったです。（調布市・早川康子）


　














　12月5日の調布「憲法ひろば」12月例会には参加者の皆さんからの感想だけでなく、ご報告をいただいたチチハル事件弁護団からも、熱いメッセージが寄せられています。読みにくいかも知れませんが、なるべく多くをご紹介します。





チチハル毒ガス裁判弁護団からのメッセージ


会場で集めた２３，１４８円のカンパを弁護団に手渡しました





�





　十二月例会の最後に、世話人の三宅征子さんが、有志が三月二十六～二十九日に計画している沖縄基地めぐりに寄せ、一足先に見てきた沖縄基地の状況を報告しました。











　前号でお知らせした計画に若干の修正と補足をしました。ご意見やご希望をお寄せください。


 ●１月５日（土）15:00～


  ２００８年「新年会」


　新年会をかねた拡大世話人会(第35回)を開催します。世話人に限らず参加できる方は前日までにご連絡を！


 ●２月１０日（日）13:30～


  ９条世界会議によせて


 第31回例会は、5月4～6日の「９条世界会議」に呼応して語り合いましょう


 ●３月１５日（土）13:30～


  沖縄問題を考える


　第32回例会は、沖縄問題をテーマに憲法と安保条約下の日本を考えよう


 ●３月２６日（水）～２９日（土）


  有志による沖縄基地めぐり


　第３弾の「憲法を考える旅」として参加者募集中です。受付は大野哲夫さん


 ●４月中・下旬


  関東周辺の基地見学


　第33回は野外での例会にしませんか？ 時期と場所についてご意見募集中


 ●５月


　憲法･安保問題 第34回例会


 ●６～７月


　第35～36回例会　検討中


 ●８月２４日（日）～２５日（月）


  08夏期合宿 第37回例会


　今回も八王子｢大学セミナーハウス｣で行ないましょう


 ●１２月１３日（土）


  ４周年集会


　たづくり12階「大会議室」を押さえておきました














